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（1）対象地域 

シリア，ダマスカス近郊の原子力エネルギー委員会が所有するフィールド圃場 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

・生育段階，土壌種がセシウム移行係数に及ぼす影響が，作物ごとに網羅的に検討されている． 

 

（2）流出挙動・経路 

・対象とした作物群（穀物，葉物，非葉物，イモ類，マメ科飼料，マメ科野菜）の中で，穀物への移行は

最も小さかった． 

・収穫期の 137Cs や 90Sr の移行係数は，生育期に比べて小さい．要因としては，収穫期に向かうにつ

れて生理活性が低下，さらにバイオマス増長による希釈効果が考えられる． 

・無機成分（例えば，NH4+, K+や Ca2+など）とセシウムの吸着競合によって一部の作物で（ソルガム，

オオムギ，ホウレンソウ，アルファルファ）で両核種の移行係数が 30%にまで低下した． 

・肥沃度は Inceptisol＞Aridisol であったため無機成分も多く，それを反映して Inceptisol における両核種

の移行係数は Aridisol のそれに比べて低かった． 

 

（3）除染の際の留意点 

 

 

（4）担当者のコメント 

・日本の主な土壌種とは異なるので直接比較は困難であるが，このような地道な移行係数のデータ蓄積

は重要であると思われる． 

・日本でも様々な作物を生育させた研究事例の拡充が望まれる． 

・肥料成分の副次的な効果（移行抑制効果？）について，詳細な検討が必要である． 

 


